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サッカー環境の進化に遅れるな （岡田征三 １級インストラクター） 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近のサッカーは世界からユース年代・女子まで増々スピーディーでアグレッシブに進化、自ゴー 

ル前から一瞬に相手ゴールに迫るカウンター攻撃の多用、またワンパスでサイドチェンジ、早いパス 

廻し等皆さんも肌で感じていることと思います。技術・戦術の高度化以外に人工芝の普及、ボールの 

高速化やプロ指導者の増加等が要因と考えるが、この現状に我々審判員は如何様に対応すべきで 

しょうか！ 

現在の動きの基本的な考え方は、展開を読み対角線を考慮しつつ先取り、ゴール前を斜め後方から 

監視が一般的ですが、果たして対応出来ているのでしょうか私は常々疑問を抱いています。攻撃パタ 

ーンが多様でスピーディー、読み外れ・サイドチェンジ・相手ゴール前にロングフィード遅れること 

必至だ、私は叫びたい「兎に角走れ、走れるフィジカルを、プレーヤと同等のアジリティ・俊敏性を鍛えろと」高年齢でも

トレーニングしている審判員は走っている、若い審判員は何も考えずただひたすら争点から争点に走れ！！！ 

追伸 

欧州選手権はＷ杯南アフリカの公認球「ジャプラニ」を革命的に発展させた超高速球が使用されるそうだ。 

●神鍋合宿研修会（8/19～21）  
(3 級 鷲尾里梨氏) 

 

神鍋の少年大会で他府県の審判員・インストラク

ター合同の合宿研修会を実施しました。鷲尾氏はこ

の経験を生かし、見事 10 月に 3級に昇格されていま

す。益々の活躍を期待しています！ 

 

神鍋尐年サッカー大会に審判として参加し、今大

会で、初めて小学生の試合の審判を経験した。 

普段から課題としている「争点に近すぎず、遠す

ぎない位置取り」をさらに意識して行おうと思い、

この大会に入った。想像していた通り、ボールに対

して人が集まるサッカーが多く、意識して臨んだも

のの巻き込まれてしまった。分かっていても実際に

動くのは難しいと感じた。また、研修会では自分が

主審をした試合のビデオを見ながら指導していただ

いた。巻き込まれることだけでなく、ジェスチャー

が小さく基本的なことが疎かになっていた。まだま

だ勉強も経験も足りないと感じた。 

 初めての小学生の試合の審判、多くのチーム関係

者の方々や選手との交流、他府県の審判の方々との

交流。本格的に審判活動を始めて一年も経たない自

分にとっては、とても貴重な経験ができた。 

今回の大会で学んだことは非常にプラスになった

し、今後の審判活動に活かしていきたい。 

そして、審判活動をするにあたり、活動を理解し、 

協力して頂 

いた多くの 

方々への感 

謝の気持ち 

を忘れずに 

頑張ってい 

きたいと思 

う。 
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●指導育成合宿研修(8/27～28) 
 (3 級 木田泰典氏) 

去る 8/27,28 開催の育成部合宿研修会に参加させて頂き

ました。 

★初日：体力テスト（インターバル走 150M×20 本） 

 競技規則テスト、解説 

  「ファウルと不正行為」 

  「2011/12 年競技規則改正」講義 

★2日目：全国高校サッカー選手権大阪予選一回戦 

  (東住吉高校－布施高校) 主審 

今回初めて参加させて頂きました。審判活動は 10 年以上

になりますが、32 歳になり改めて自身が足りない点、不足

している点を整理し、アセッサーの方々からアドバイスを頂

く事で今後の審判活動のスキルアップ繋がればと考えたか

らです。初日は私より 10 歳以上若い方、10 歳以上年配の方

と幅広い審判仲間がいる事に驚き、又インターバル中も皆様

から励ましの言葉を頂きながら「チームプレー」で初日のメ

ニューをこなす事ができました。 

2 日目は高校生にとって 3年間の集大成とも言える選手権

予選の主審を初めて担当させて頂きました。良い緊張感の中

ゲームに入る事ができましたが、後半スタミナ、スプリント

が不足し、争点の角度が悪く取れなかったファールも有り今

後の課題となりました。両チームのフェアプレーにも助けら

れ試合を進める事が出来ました。試合後、岩橋様、中川様の

両アセッサーより修正点、不足点、課題、丁寧にアドバイス

を頂戴し、「課題を克服し 2 級を目指そう！」という意欲が

湧いて参りました。 

今後は家庭と仕事と 

バランスを取りながら 

審判活動に励みたいと 

思います。残暑厳しい 

中ご指導頂きました審 

判委員会育成部の皆様 

に感謝申し上げます。 

2 日間ありがとうござ 

いました。 

 

研修会での全体写真(左から 2人目が鷲尾氏) 

岡田インストラクター 

（開幕前研修より） 

研修での体力テストの様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

神鍋合宿に参加した審判員。 

左から二人目が鷲尾氏 

●adidasCUP 2011 第 26 回日本クラブユースサッカー選手権(U-15)大会 参加報告（2 級 谷充展氏） 

【大会概要】 

期間：2011 年 8 月 14 日(日)～8 月 23 日(火) 

開催地：北海道帯広市および中札内村 

会場：帯広の森球技場、帯広の森陸上競技場、中札内交流の杜、帯広市グリーンパーク 

参加チーム数：32 チーム(8 グループ 1 次リーグ、上位 2 チームによる決勝Ｔ方式) 

【参加審判員】 

1 次ラウンド：女子 1 級 14 名、2 級(講習 21 名、北海道協会 12 名) 

インストラクター：8 名(チーフインストラクター：片山義継氏) 

【スケジュール(派遣期間中のみ)】 

8 月 14 日：移動、夜全体ミーティング 

 15 日：1 次ラウンド第 1 日 

 16 日：1 次ラウンド第 2 日 

 17 日：1 次ラウンド第 3 日、女子 1 級・2 級講習組解散 

 まずは、お盆の時期で試合数も多い中で全国大会へ派遣させていただいたこと、本当に感謝しております。派遣にあたりお

世話になったすべての方々へ御礼申し上げます。全国大会は、奈良でのインターハイに続いて 2 回目であったが、今大会で

初めて主審の割当を頂いた。インターハイの時は、期間中ずっと緊張していてあっという間に大会が終わったが、今回は自然

体で過ごすことができた。実際の試合でも、派遣直前に U-15 カテゴリーの割当を頂いていたので、適度な緊張感を持って試

合に入ることができた。 

女子 1級の方々のレフェリングを見ていて一番強く感じたことは、やはりマネジメントが上手いという点である。男子の U-15 と

いうカテゴリーであり、中にはゲームスピードの速い試合もあった。しかし、ここぞという場面での笛のタイミングやポジショニン

グ、ターゲットである「悪さ・ずるさの芽を摘む」の実践など、要所をしっかりと押さえ、その他はタフなプレーを保障するアドバン

テージの積極的な適用が勉強になった。 

全体研修会を通じては、「主審としてのリーダーシップ」がキーワードとして挙げられると考える。飲水タイムのあとの再開、ス

ピーディーなリスタート、審判団の中でのリーダーシップなど様々な角度から「主審としてのリーダーシップ」を考える機会があっ

た。その他にも、ドイツ女子W杯で主審を務められた深野悦子氏も今大会に派遣されており、W杯の参加報告を聞くことができ

たのは非常に幸運だったと思う。今大会で吸収したことを秋からのシーズンに関西の舞台で発揮できるよう、これからも精進し

ていきたい。 

●関西カテゴリーⅢ研修(10/15～16) (2 級 渡辺康太氏) 
今回、初めて関西カテゴリーⅢ研修会に参加させていただきました。 

研修会では体力テスト、筆記テスト、講義、実技とたくさん勉強させてもらいました。講義では主審と副審の協力

について、約２時間勉強しました。主審の立場と副審の立場とで、判断の優先順位の違いがある、ということが最も

印象に残りました。例えば、オフサイドのフラッグアップのタイミングでは、副審が wait するべき事象はもちろん

のこと、主審が笛のタイミングを wait することもあると気付かされました。また、ファウルの判定に関して、副審

のファウルサポートの判断基準は「主審の考え」というものが、最優先されるべきものの一つです。ですが、主審に

とってのファウルの判断基準では「副審の考え」はあくまでもサポートだと再確認しました。 

このように主審の立場と副審の立場によって考えるべきポイントの違いがあると、整理することが出来ました。も

っともっと理解して更に突き詰めていき、試合をコントロールしていかなければいけないと感じる事ができ、良かっ

たです。 

最後になりましたが、研修会の機会を与えて下さいました関係者の皆様に感謝申し上げます。 

強化育成部今後の予定 

１１／２２（火） 

育成勉強会（大阪協会） 

１２／１５（木） 

育成勉強会（大阪協会） 

１２／未定 

女子審判研修会（予定） 

１／未定 

強化育成トレセン（南津守） 

 

11/1(火)より、新事務所での業務を開始いたします。 

新事務所の詳細は、URL(http://www.osaka-fa.jp/aboutus/access_new.html)をご覧下さい。 

※移転に伴い、電話/ファックス番号も変更となります。 

皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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